
『
秘
書
監
致

仕

呂
府
君
墓
誌
銘
井
序
』
を
め
ぐ
っ
て

坂

内
　
榮
夫

『
秘
書
監
致
仕

呂
府
君
墓
誌
銘
井
序
』
、
な
る
墓
誌
が
あ
る
。
こ
の
墓
誌
は
、
ま
ず
次
の
よ
う
に
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
。
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先
府
君
　
謹
は
譲
、
字
は
遜
叔
、
其
の
先
は
炎
帝
の
胤
な
り
。
名
徳
は
縫
承
し
、
載
せ
ら
れ
て
國
史
に
在
り
。
冑
緒
の
綿
遠
た

る
こ
と
、
家
諜
に
詳
ら
か
な
り
。
曾
祖
　
謹
は
崇
嗣
、
経
術
を
以
っ
て
聞
こ
え
、
徴
さ
れ
て
秘
書
郎
を
授
け
ら
る
る
も
就
か
ず
。

顯
祖
　
謹
は

延

之
、
越
州
刺
史
・
漸
江
東
道
節
度
使
な
り
。
皇
考
謹
は
滑
、
禮
部
侍
郎
・
湖
南
観
察
使
。
皇
批
は
河
東
郡
夫
人

柳

氏
。
外
祖
の
識
、
屯
田
郎
中
・
集
賢
殿
學
士
、
名
は
四
海
に
高
し
。
府
君
は
七
歳
に
し
て
潭
州
に
在
り
。
七
日
の
内
、
繊
い

で
枯
侍

を
失
ひ
、
號
慕
す
る
こ
と
成
人
の
如
し
。
伯
兄
故
衡
州
刺
史
と
仲
兄
等
は
視
る
に
忍
び
ざ
る
所
な
り
。
既
に
祥
し
、
春

　
　
　
　
　
お
ぼ

秋
左
氏

博

を
念
へ
る
こ
と
、
日
に
五
百
字
。
衡
州
伯
父
其
の
首
を
撫
し
て
日
く
、
聰
明
厚
重
た
り
て
、
吾
家
の
實
な
り
。
…
…



　

呂
府
君
の
名
前
は
譲
、
字
は
遜
叔
。
父
親
は
禮
部
侍
郎
を
経
て
湖
南
観
察
使
で
終
わ
っ
た
呂
清
、
祖
父
は
越
州
刺
史
・
漸
江
東
道

節
度

使
の

呂
延
之
（
で
あ
る
。
曾
祖
父
で
あ
る
崇
嗣
は
、
仕
官
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
父
親
の
呂
滑
は
『
雨
唐
書
』
に
立
傳
さ
れ
て

お

り
〔
、
『
奮
唐
書
』
巻
百
三
十
七
の
本
偉
に
よ
る
と
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ

呂
清
、
字
は
君
載
、
河
中
の
人
。
父
は
延
之
、
越
州
刺
史
・
漸
江
東
道
節
度
使
な
り
。
滑
　
進
士
に
畢
げ
ら
れ
、
累
け
て
婆
州

永

康

令
・
大
理
標
事
を
授
け
ら
る
。
…
…
滑
　
累
け
て
辞
州
刺
史
・
吏
部
員
外
・
駕
部
郎
中
・
知
制
詰
・
中
書
舎
人
を
授
け
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

る
。
母
の
憂
も
て
罷
む
。
服
関
は
り
て
、
太
子
右
庶
子
・
禮
部
侍
郎
を
授
け
ら
る
。
…
…
滑
　
又
た
斐
延
齢
の
子
操
に
結
附
し
、

進
士

に

墨

ぐ
。
文
詞
　
工
に
非
ざ
る
も
、
滑
　
之
を
擢
き
て
第
に
登
し
、
正
人
に
唆
鄙
せ
ら
る
。
閤
に
入
る
に
請
託
の
文
記
を

遺
失
す

る
に
因
り
、
遂
に
出
だ
さ
れ
て
潭
州
刺
史
・
兼
御
史
中
丞
・
湖
南
都
團
練
観
察
使
と
爲
る
。
任
に
在
る
こ
と
三
年
、
政

は

甚
だ

煩
砕

な
り
。
貞
元
十
六
年
に
卒
す
、
年
六
十
六
、
陳
州
大
都
督
を
贈
ら
る
。
子
は
温
・
恭
・
倹
・
譲
。
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こ
の
後
、

う
に
あ
る
。

長

男
の
呂
温
の
傳
が
あ
り
、
そ
の
最
後
に
他
の
息
子
た
ち
に
つ
い
て
短
か
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
次
の
よ

恭
・
倹
は
皆
な
侍
御
史
に
至
る
。
譲
は
太
子
右
庶
子
に
至
る
。
皆
な
美
才
有
り
。

慶
以

後
　
李
徳
裕
の
薫
盛
ん
に
し
て
、
呂
氏
の
諸
子
　
達
官
に
至
る
者
無
し
。

後
、
吉
甫
の
再
び
中
書
に
入
り
て
よ
り
、
長



　
本
傳
に

見

え
る
よ
う
に
、
呂
清
（
七
三
五
～
八
〇
〇
）
は
科
畢
に
及
第
し
た
後
官
歴
を
重
ね
て
、
太
子
右
庶
子
・
禮
部
侍
郎
に
い
た

る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
潭
州
刺
史
・
湖
南
都
團
練
観
察
使
に
左
遷
さ
れ
、
貞
元
十
六
年
に
六
十
六
歳
で
そ
の
地
に
死
去
し
た
の
で
あ

る
（
。
そ
し
て
、
四
人
の
息
子
、
温
・
恭
・
倹
・
譲
が
い
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
官
が
太
子
右
庶
子
に
至
っ
た
と
さ
れ
る

末

子
の

譲

が
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
墓
誌
の
墓
主
呂
譲
、
で
あ
る
。

　
さ
て
、
話
を
息
子
の
呂
譲
墓
誌
に
も
ど
す
と
、
そ
こ
で
は
次
の
よ
う
に
呂
譲
の
官
歴
を
記
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
す

二
十

三
に

し
て
進
士
に
上
第
し
、
秘
書
省
校
書
郎
に
解
褐
す
。
支
使
を
以
っ
て
故
相
國
彰
原
李
公
程
を
郭
嶽
に
佐
け
、
歳
鯨
に

入

り
て
奏
す
。
相
國
崔
公
植
　
公
の
文
章
の
名
重
き
を
以
っ
て
、
特
に
右
拾
遺
史
館
修
撰
を
公
に
授
け
ん
と
欲
す
る
も
、
公
は

年
少

を
以
っ
て
謙
辞
す
れ
ば
、
即
日
に
藍
田
縣
尉
に
除
す
。
那
率
高
公
霞
寓
　
勲
業
を
以
っ
て
邊
に
臨
み
、
府
幕
を
重
ん
ぜ
ん

と
欲
し
、
公
に
強
ひ
て
書
記
と
爲
し
、
監
察
御
史
裏
行
に
改
め
ら
る
。
殿
中
侍
御
史
に
轄
じ
て
緋
魚
袋
を
賜
ふ
。
府
　
罷
め
三

原
縣

令
に
除
せ
ら
る
。
検
校
尚
書
倉
部
員
外
郎
兼
侍
御
史
に
改
め
ら
れ
、
留
守
判
官
を
以
っ
て
相
國
彰
原
李
公
を
北
都
に
佐
け
、

検
校
都
官

郎
中
に
榑
ず
。
府
　
換
は
り
、
表
に
随
ひ
て
闘
に
赴
き
、
海
州
刺
史
を
授
け
ら
る
。
郡
を
罷
め
て
西
婦
す
れ
ば
、
時

に

彰
原
公
　
大
梁
に
鎭
た
り
。
軍
司
馬
を
以
っ
て
公
を
留
め
、
検
校
秘
書
少
監
兼
御
史
中
丞
に
改
め
ら
る
。
未
だ
半
歳
な
ら
ず

し
て
彰
原
公
　
再
び
河
中
を
領
す
れ
ば
、
公
の
職
故
の
如
し
。
…
…
彰
原
公
の
南
の
か
た
蜆
首
に
鎭
た
る
に
泊
び
、
亦
た
公
に

從
ふ

を
請
ふ
。
府
　
罷
め
て
膳
部
郎
中
に
除
せ
ら
れ
、
萬
年
縣
令
に
改
め
ら
る
。
疾
も
て
免
ぜ
ら
る
。
既
に
平
え
れ
ば
、
司
農

少

卿

と
爲
り
、
大
理
少
卿
に
轄
じ
、
右
庶
子
に
遷
る
。
：
：
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元

和
十
年
（
八
一
五
）
に
二
十
三
歳
で
貢
畢
（
科
畢
）
に
及
第
し
て
秘
書
省
校
書
郎
で
解
褐
し
た
後
、
李
程
（
や
高
霞
寓
、
に
辟
召

さ
れ
て
そ
の
幕
職
官
と
な
り
、
そ
の
後
今
度
は
正
規
の
律
令
官
に
任
官
す
る
と
い
う
過
程
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
先
ず
、
秘
書
省
校

書
郎

の

後
、
李
程
の
下
で
郭
嶽
観
察
支
使
と
な
り
、
宰
相
崔
植
の
右
拾
遺
史
館
修
撰
へ
の
推
薦
を
辞
退
し
、
藍
田
縣
尉
に
任
官
し
た
。

そ

の

後
、
高
霞
寓
の
下
で
邪
寧
節
度
掌
書
記
（
監
察
御
史
裏
行
、
後
に
殿
中
侍
御
史
、
賜
緋
魚
袋
）
（
と
な
る
。
こ
れ
以
降
、
地
方
官

は
除

い
て

そ

れ
以
外

の

使
職
は

全
て

李
程
の
幕
府
下
の
も
の
と
な
る
が
、
以
下
三
原
縣
令
・
河
東
節
度
留
守
判
官
（
検
校
尚
書
倉
部

員
外
郎
兼
侍
御
史
、
後
に
検
校
都
官
郎
中
）
・
海
州
刺
史
・
宣
武
軍
節
度
行
軍
司
馬
（
検
校
秘
書
少
監
兼
御
史
中
丞
）
・
河
中
音
緯
節

度
行
軍

司
馬
（
同
前
？
）
．
山
南
東
道
節
度
行
軍
司
馬
？
（
？
）
・
膳
部
郎
中
・
萬
年
縣
令
と
い
う
地
方
官
・
使
職
を
経
て
、
司
農
少
卿

・

大

理
少

卿
・
太
子
右
庶
子
と
京
官
に
昇
進
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
晩
年
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

llI

　
　
　
　
　
　
ふ
さ

爾

れ
自
り
門
を
杜
ぎ
、
唯
だ
経
典
を
以
っ
て
娯
と
爲
す
。
是
れ
蘇
り
徳
王
の
傅
と
爲
る
も
、
中
書
の
闇
者
を
叱
す
る
に
因
り
て
、

太

子
洗

馬
．
分
司
東
都
に
降
る
。
復
た
撲
王
の
傅
と
爲
り
、
秘
書
監
に
改
め
ら
れ
て
致
仕
す
。
大
中
九
年
十
月
廿
四
日
、
養
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
く

蹄
仁
里
の

私

第
に
棄
つ
。
享
年
六
十
三
。
朝
を
綴
む
る
こ
と
一
日
、
左
散
騎
常
侍
を
贈
り
、
一
月
の
俸
を
贈
る
。

　
親
王
府
の

官
で

あ
る
徳
王
の
傅
に
な
り
、
そ
の
後
一
度
左
遷
さ
れ
た
。
再
び
濃
王
府
の
傅
と
な
り
、
最
後
に
秘
書
監
と
な
っ
て
致

仕

し
大
中
九
年
（
八
五
五
）
に
六
十
三
歳
で
死
去
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
呂
譲
の
生
没
年
は
貞
元
九
年
（
七
九
三
）
～
大
中

九

年
（
八
五
五
）
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
墓
誌
で
は
最
後
に
呂
譲
の
息
子
た
ち
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
日
く
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ

公
の

五

子
、
長
は
換
と
日
ひ
、
病
を
抱
き
口
無
く
、
永
く
慈
訓
に
負
き
、
天
に
向
か
ひ
て
長
號
し
、
涙
蓋
き
て
血
纏
け
り
。
次

は

幌

と
日
ひ
、
前
郷
貢
進
士
。
克
く
門
業
を
嗣
ぎ
、
能
く
家
道
を
成
す
。
次
は
燈
と
日
ひ
、
舷
と
日
ひ
、
文
を
修
め
て
紹
進
し
、

已

に

時

警

を
獲
た
り
。
季
は
煩
と
日
ひ
、
不
幸
に
し
て
芳
疾
に
染
ま
り
、
公
に
先
だ
つ
こ
と
十
有
二
旬
に
し
て
天
せ
り
。
女
四

　
　
　
　
　
　
　
し

人
、
二
人
は
早
く
亡
し
、
二
人
は
室
に
在
り
。

　
墓
誌
の

記
述
に

よ
れ
ば
、
呂
譲
に
は
換
・
幌
・
燈
・
絃
・
煩
の
五
人
の
息
子
が
い
た
事
が
確
認
で
き
る
。

　
さ
て
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
呂
譲
（
は
正
史
に
ま
と
ま
っ
た
傳
が
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

官
僚
と
し
て
目
畳
し
く
榮
達
し
た
人
物
で
も
な
く
、
ま
た
文
學
者
・
思
想
家
と
し
て
後
世
に
名
を
残
し
た
人
物
で
も
な
い
。
つ
ま
り
、

中
國
史
上
に
そ
れ
ほ
ど
の
著
名
人
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
の
呂
譲
な
る
人
物
を
取
り
上
げ
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は

彼
が

後
世
に
な
る
と
純
陽
眞
人
孚
佑
帝
君
呂
洞
賓
の
父
親
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
『
歴
世
眞
仙
髄
道
通
鑑
』
，
巻
四
十
五
「
呂
洞

賓
榑
」
に
言
う
。
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先

生

　
呂
山
晶
（
巖
）
、
字
は
洞
賓
、
號
は
純
陽
子
。
世
に
傳
へ
て
以
っ
て
東
平
の
人
と
爲
す
。
一
に
云
う
、
西
京
河
南
府
蒲
坂

縣

永
樂
鎭
の
人
。
即
ち
今
の
河
東
河
中
府
な
り
。
曾
祖
　
延
之
、
唐
に
仕
へ
て
漸
東
節
度
使
に
終
は
る
。
祖
泪
、
進
士
に
第
し
、

徳
宗

貞
元
中
に
官
は
禮
部
侍
郎
に
至
る
。
晩
に
潭
州
刺
史
と
爲
る
。
四
子
有
り
、
温
と
日
ふ
は
、
字
は
化
光
、
官
は
衛
（
衡
）

州

刺

史
に
至
る
。
恭
と
日
ふ
は
、
嶺
南
判
官
な
り
。
倹
と
日
ふ
は
、
御
史
と
爲
る
。
譲
と
日
ふ
は
、
太
子
右
庶
子
を
歴
す
。
或

い
は

海

州
刺
史
に
終
は
る
と
日
ふ
。
先
生
は
乃
ち
譲
の
子
な
り
。
貞
元
十
二
年
丙
子
四
月
十
四
日
、
林
檎
樹
の
下
に
生
ま
る
。



少

く
し
て
聰
敏
、
日
に
萬
三
口
を
調
す
。
文
宗
の
開
成
二
年
丁
巳
に
至
り
、
進
士
に
擢
暴
さ
る
。
時
に
年
四
十
二
歳
。
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ

云

ふ
、
武
宗
會
昌
中
、
雨
た
び
に
進
士
に
畢
く
も
第
さ
ず
。
因
り
て
長
安
道
中
に
於
い
て
、
華
山
に
遊
ば
ん
と
擬
す
。

に

同
じ
事
は
明
代
の
『
呂
祖
志
』
〔
巻
一
「
眞
人
本
傳
」
に
も
見
え
て
い
る
。
日
く
、

呂
山
晶
（
巖
）
、
字
は
洞
賓
、
〈
一
に
名
は
巖
客
、
一
に
初
紹
先
と
云
ふ
。
〉
唐
河
中
府
永
樂
縣
の
人
。
〈
一
に
蒲
坂
と
云
ひ
、
一

に

河
東

と
云
ふ
〉
。
曾
祖
延
之
、
漸
東
節
度
使
に
終
は
る
。
祖
滑
、
禮
部
侍
郎
に
終
は
る
。
父
譲
、
海
州
刺
史
。
貞
元
十
四
年
、

四

月
十
四
日
巳
時
に
生
ま
る
。
母
　
褥
に
就
く
時
、
異
香
　
室
に
満
つ
。
…
…
成
通
中
く
一
に
開
成
と
云
ふ
。
V
進
士
の
第
に
畢

げ
ら
る
、
時
に
年
六
十
四
歳
。
〈
一
に
年
五
十
、
初
め
て
道
を
知
る
と
云
ふ
。
〉
…
…
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こ
の
よ
う
に
、
呂
洞
賓
は
貞
元
十
二
年
（
七
九
六
）
、
ま
た
は
十
四
年
（
七
九
八
）
に
海
州
刺
史
に
終
わ
っ
た
、
或
い
は
太
子
右
庶
子

に

ま
で
な
っ
た
呂
譲
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
系
譜
は
今
見
た
通
り
父
親
と
さ
れ
る
呂
譲
の
墓
誌
銘
に
は
呂
巖
（
洞
賓
）
の
名
は
な
く
、
ま
た
他
の
兄
弟
と

輩
行

も
全
く
一
致
し
な
い
。
そ
も
そ
も
、
呂
洞
賓
が
生
ま
れ
た
（
事
に
な
っ
て
い
る
）
貞
元
十
二
年
の
時
黙
で
、
父
親
と
さ
れ
る
呂
譲

は
四

歳
に

過
ぎ
ず
、
呂
洞
賓
が
呂
譲
の
子
供
で
あ
る
と
言
う
事
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
極
端
な
生
年
が
設
定
さ
れ
た
の
は
、

呂
洞
賓
の
存
在
が
架
空
で
あ
れ
ば
こ
そ
の
結
果
で
あ
る
、
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
呂
洞
賓
が
呂
譲
の
子
供
で
あ

る
と
い
う
事
に
關
し
て
は
文
献
的
明
讃
も
な
く
、
ま
た
年
齢
的
に
も
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
從
っ
て
、
呂
洞
賓
の



出
自
に
關
し
て
は
甚
だ
怪
し
く
、

わ

れ
る
。

彼

の

實
在
も
大
い
に
疑
問
で
あ
り
、
呂
洞
賓
の
存
在
は
傳
説
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
の
が
よ
い
と
思

二

　

今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
呂
洞
賓
の
歴
史
的
實
在
は
限
り
な
く
疑
わ
し
く
、
そ
の
存
在
は
恐
ら
く
傳
説
で
あ
ろ
う
と
考
え
る

な
ら
、
そ
の
傳
説
は
一
髄
い
つ
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
從
來
浦
江
清
氏
や
小
野
四
平
氏
（

に

研
究
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
『
皇
朝
事
實
類
苑
』
巻
四
十
三
に
引
く
楊
億
（
九
七
四
～
一
〇
二
〇
）
の
『
楊
文
公
談
苑
』
〔
に
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張

泊
　
家
居
す
る
に
、
忽
ち
外
に
一
隠
士
の
通
謁
す
る
も
の
有
り
。
乃
ち
洞
賓
の
名
姓
な
り
。
泊
　
倒
展
し
て
之
に
見
ゆ
。
洞

賓
自
ら
呂
滑
の
後
と
言
ふ
。
清
の
四
子
、
温
・
恭
・
倹
・
譲
。
譲
は
海
州
刺
史
に
終
わ
る
。
洞
賓
の
系
は
海
州
房
よ
り
出
ず
。

譲
の

任
官
す

る
所
、
唐
書
に
載
せ
ず
。

と
あ
る
事
や
、
葉
夢
得
（
一
〇
七
七
～
　
　
四
八
）
『
巖
下
放
言
』
巻
中
に
見
え
る

世
傳
に
、
神
仙
呂
洞
賓
、
名
は
巖
、
洞
賓
は
其
の
字
な
り
。
唐
呂
滑
の
後
、
五
代
の
間
鍾
離
槽
に
從
ひ
て
得
道
す
。



と
い
う
記
述
。
ま
た
、
南
宋
呉
曾
『
能
改
齋
漫
録
』
巻
十
八
「
呂
洞
賓
唐
末
人
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ

唐

異
聞
集
に
沈
既
濟
の
枕
中
記
を
作
り
て
云
ふ
を
載
す
、
開
元
中
に
道
者
の
呂
翁
　
経
て
郡
鄭
道
上
の
邸
舎
中
に
、
嚢
中
の
枕

を
以
っ
て
借
せ
ば
盧
生
の
睡
事
あ
り
と
。
此
の
呂
翁
は
洞
賓
に
非
ざ
る
な
り
。
蓋
し
洞
賓
　
嘗
て
自
ら
序
し
、
以
っ
て
呂
清
の

孫
と
爲
す
。
滑
は
徳
宗
朝
に
仕
ふ
。
今
開
元
中
と
云
へ
ば
、
則
ち
呂
翁
の
洞
賓
に
非
ざ
る
は
疑
ふ
べ
き
者
無
し
。

等
の
記
述
か
ら
、
北
宋
初
期
に
は
呂
洞
賓
が
呂
清
の
孫
で
あ
る
と
い
う
呂
洞
賓
傳
説
が
流
布
し
て
い
た
と
考
讃
さ
れ
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
が
近
年
　
馬
曉
宏
氏
や
市
冑
N
8
コ
　
ロ
。
巴
O
ユ
彗
－
＝
c
°
。
°
・
〇
一
コ
氏
｛
の
研
究
に
よ
り
、
呂
洞
賓
博
説
の
登
生
は
も
う
少
し
時
期
が
早

ま
り
、
五
代
の
時
代
ま
で
遡
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
五
代
の
登
生
時
期
に
つ
い
て
、
筆
者
は
異
論
を
唱

え
た
り
新
た
な
見
解
・
補
足
資
料
を
提
示
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
＝
5
°
・
。
日
氏
が
注
記
し
て
い
る
『
太
平
衰
宇
記
』
の
記
述
に

つ
い
て

は

柳
か

問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
鮎
に
つ
い
て
こ
こ
で
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

　

『
太

平
簑
宇

記
』
に
呂
洞
賓
の
名
前
が
見
え
て
い
る
記
述
と
は
、
以
下
の
二
箇
所
の
記
述
で
あ
る
。
巻
一
〇
九
「
江
南
西
道
」
「
吉

州
」
「
吉
水
縣
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

ll5

雪
浪

閣
。
縣
北
の
崇
元
観
に
在
り
。
呂
洞
賓
に
詩
有
り
。
云
う
、

こ
こ
に
は
、
明
確
に
呂
洞
賓
の
名
前
が
見
え
て
い
る
。
ま
た
、
呂
洞
賓
と
確
定
で
き
な
い
が
、
呂
仙
の
名
稻
が
見
え
て
い
る
の
が
、



巻
一
〇
六
「
江
南
西
道
」
「
笥
州
」
「
高
安
縣
」
に
あ
る
次
の
よ
う
な
記
述
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
す

　
　
藥

湖
。
城
西
南
二
十
五
里
に
在
り
。
呂
仙
　
嘗
て
丹
を
遺
る
る
と
相
傳
ふ
。
故
に
湖
の
蛙
鳴
か
ず
。

　
以
上

の

よ
う
に
、
『
太
平
簑
宇
記
』
に
は
呂
洞
賓
や
呂
洞
賓
と
思
わ
れ
る
人
物
の
事
跡
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
言
う
の
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
『
太
平
簑
宇
記
』
の
版
本
に
つ
い
て
で
あ
る
。
上
記
の
記
述
が
見
え
て
い
る
の
は
、
＝
＝
シ
。
切
6
ぎ

氏

が

明
記
す
る
よ
う
に
光
緒
八
年
刊
の
金
陵
書
局
本
な
の
で
あ
る
。
『
太
平
簑
宇
記
』
に
は
他
の
版
本
も
存
在
し
、
現
在
普
通
に
は

影

印
本
と
し
て
萬
廷
蘭
本
（
嘉
慶
八
年
重
刊
本
）
『
太
平
簑
宇
記
』
が
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
に
残
本
で
は
あ
る
が
、

宮
内
聴
書
陵
部
に
南
宋
刊
『
太
平
簑
宇
記
』
が
所
藏
さ
れ
て
い
る
事
は
周
知
の
事
實
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
近
年
こ
の
本
が
影
印
出

版

さ
れ
て
誰
で
も
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
（
、
幸
い
な
事
に
は
巻
一
〇
六
と
巻
一
〇
九
は
宮
内
聴
本
に
現
存
し
て

い

る
。
そ
れ
を
見
る
と
、
巻
一
〇
九
の
「
吉
水
縣
」
の
記
述
で
は
、
「
奮
郡
城
」
の
次
は
す
ぐ
に
「
吉
陽
城
」
が
績
い
て
お
り
、
金

陵
書
局
本
に
見
え
て
い
た
呂
洞
賓
に
關
す
る
記
述
の
あ
る
「
雪
浪
閣
」
と
「
般
若
巖
」
「
鶴
鵠
洞
」
の
三
條
の
記
事
は
存
在
し
て
い

な
い
。
ま
た
巻
一
〇
六
「
高
安
縣
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
「
敗
伏
山
」
以
下
は
直
接
「
八
畳
山
」
に
績
い
て
お
り
、
金
陵
書

局

本
に

見

え
て
い
た
呂
仙
の
記
述
が
あ
る
「
藥
湖
」
を
は
じ
め
と
す
る
、
「
龍
化
山
」
「
白
鶴
山
」
「
荷
山
」
「
釣
山
」
「
李
家
嶺
」
「
春

洞
」
「
迷
仙
洞
」
「
鐘
口
江
」
「
平
湖
」
「
剣
池
」
の
十
一
條
の
記
事
も
存
在
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
二
箇
所
の
記
述
は
、
萬

廷

蘭
本
（
嘉
慶
八
年
重
刊
本
）
『
太
平
簑
宇
記
』
も
宮
内
聴
藏
南
宋
本
と
同
様
で
、
呂
洞
賓
に
關
わ
る
記
事
を
含
む
こ
れ
ら
の
記
事
は
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載

せ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ

も
そ
も
、
こ
の
金
陵
書
局
本
『
太
平
實
宇
記
』
は
、
樂
史
の
原
文
と
は
考
え
ら
れ
な
い
後
世
の
億
文
の
窟
入
が
多
い
テ
キ
ス
ト

と
さ
れ
て
お
り
、
取
り
扱
い
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
事
は
、
例
え
ば
王
文
楚
氏
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
、

同
じ
巻
一
〇
九
「
吉
州
」
の
新
途
縣
で
も
、
「
金
水
」
と
「
故
巴
山
縣
」
の
間
に
「
温
山
」
「
小
盧
山
」
「
黄
粟
山
」
「
仙
女
峯
」
「
楓

岡
塞
」
「
許
紹
墓
」
「
蘇
令
墓
」
の
七
條
が
宋
本
と
比
べ
て
添
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
小
盧
山
」
の
條
に
は
次
の
よ
う
な
説
明

が

加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た

　
　
小
盧

山
。
縣
北
六
十
里
に
在
り
。
山
は
周
廻
百
里
、
南
は
樂
安
に
接
し
、
北
は
豊
城
界
に
抵
る
。

　

こ
こ
に
見
え
て
い
る
「
樂
安
縣
」
で
あ
る
が
、
『
宋
史
』
巻
八
十
八
「
地
理
志
四
」
「
江
南
西
道
」
「
撫
州
」
に
よ
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が

　
　
樂
安

　
紹
興
十
九
年
に
置
く
。
崇
仁
・
吉
水
の
四
郷
を
割
き
て
之
に
隷
は
し
む
。

と
あ
る
よ
う
に
、
樂
安
縣
の
設
置
は
、
南
宋
初
期
の
紹
興
十
九
年
（
一
一
四
九
）
ま
で
下
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
こ
の
記
述
が
樂
史

の
原
文

で
は

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
以
上

の

例

か

ら
も
金
陵
書
局
本
『
太
平
衰
宇
記
』
は
後
世
の
窟
入
が
多
く
、
信
用
で
き
な
い
文
章
を
多
く
含
ん
で
い
る
テ
キ
ス
ト

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
從
っ
て
、
宋
版
に
見
え
ず
に
金
陵
書
局
本
に
の
み
に
見
え
て
い
る
呂
洞
賓
の
記
述
は
、
金
陵
書
局
本
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の

性
格
か

ら
考
え
る
と
、
後
世
の
窟
入
と
考
え
る
の
が
妥
當
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上

の

こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
呂
洞
賓
傳
説
の
襲
生
時
期
と
し
て
現
時
鮎
で
一
番
古
い
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
馬
曉
宏
氏
や

森

由
利
亜
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
張
齊
賢
『
洛
陽
摺
紳
奮
聞
記
』
（
に
見
え
る
以
下
の
記
事
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
巻
三
「
田

太

尉
候
神
仙
夜

降
」
に
太
祖
・
太
宗
雨
朝
に
仕
え
た
軍
人
田
重
進
（
九
二
九
～
九
九
七
）
（
の
逸
話
を
載
せ
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

田
太
尉
重
進
　
始
め
戎
行
よ
り
起
き
、
常
に
太
祖
皇
帝
の
前
隊
と
爲
り
て
発
を
積
み
、
侍
衛
馬
歩
軍
都
虞
候
に
至
る
。
太
宗
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
は

に

移

り
て
永
興
軍
に
鎭
た
り
。
重
進
　
晩
年
道
を
好
み
、
酷
だ
黄
白
の
成
る
べ
き
を
信
ず
。
軍
人
を
棟
停
さ
る
る
？
張
花
項

　
　
　
　
　
　
　
　
き

有
り
。
道
士
の
服
を
衣
て
、
俗
に
其
の
項
に
雛
蒙
多
き
を
以
て
、
故
に
之
を
目
し
て
花
項
と
爲
す
。
晩
に
出
家
し
て
道
士
と
爲

る
。
〈
今
時
　
人
の
尚
ほ
關
右
に
在
る
を
見
る
も
の
有
り
。
〉
自
ら
言
ふ
、
黄
白
を
術
と
す
れ
ば
金
の
成
る
べ
き
有
り
と
。
重
進

甚
だ
信
じ
て
之
を
重
ん
ず
。
…
…
花
項
素
よ
り
飲
酒
せ
ず
。
〈
飲
酒
せ
ず
と
偽
禰
す
。
V
一
日
昏
黒
の
方
に
來
り
て
衙
に
掃
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ

田
　
之
を
語
し
む
。
既
に
至
れ
ば
即
ち
已
に
酔
へ
り
。
明
日
、
掃
り
の
遅
き
を
怒
る
。
面
に
之
を
詰
め
て
日
く
、
尊
師
　
從
來

　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
め

重

進
に

封
し
て
解
く
酒
を
喫
ま
ず
と
言
ふ
。
昨
晩
大
酔
す
る
も
賠
色
は
倶
に
属
し
。
花
項
微
笑
し
て
徐
う
に
答
へ
て
日
く
、

某

　
從

來
實
に
飲
酒
せ
ざ
る
も
、
昨
日
街
市
に
偶
た
ま
仙
人
に
見
ゆ
。
言
詑
は
り
て
西
に
向
ひ
て
空
を
望
み
て
頂
禮
す
。
重
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ず

日
く
、
仙
人
是
れ
誰
ぞ
、
即
ち
今
何
こ
に
在
る
か
。
花
項
　
粛
容
と
し
て
聲
を
低
め
て
言
ひ
て
日
く
、
即
ち
呂
洞
賓
な
り
。
（
時

人
皆

な
呂
洞
賓
の
神
仙
爲
る
を
知
る
。
故
に
花
項
　
之
に
見
〈
一
作
及
〉
ゆ
と
言
ふ
。
、
）
既
に
呂
洞
賓
に
見
へ
、
須
ら
く
相
召

さ
れ
街
市
に
於
い
て
飲
酒
す
べ
き
も
、
某
　
喫
ま
ず
と
言
ふ
。
日
く
、
但
だ
飲
む
も
必
ず
大
い
に
酔
は
ず
。
某
　
禮
拝
し
謝
し

詑
り
、
凡
そ
二
十
除
蓋
。
伍
ほ
某
に
問
ふ
、
何
虚
に
下
れ
る
か
。
某
答
へ
て
云
ふ
、
大
尉
の
虚
に
在
り
と
。
…
…
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以
上
の

よ
う
に
、
張
花
項
な
る
道
士
が
市
中
で
呂
洞
賓
と
出
會
い
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
と
自
稻
し
た
事
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
話
か
ら
見
る
と
、
田
重
進
の
時
代
に
神
仙
呂
洞
賓
の
存
在
が
世
間
に
廣
ま
っ
て
い
た
事
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
『
洛
陽
摺
紳
奮

聞

記
』
は
景
徳
二
年
（
一
〇
〇
五
）
に
成
立
し
て
お
り
、
ま
た
逸
話
の
主
人
公
田
重
進
は
、
至
道
三
年
（
九
九
七
）
に
六
十
九
歳
で
死
去

し
て
い
る
。
以
上
の
事
か
ら
考
え
る
と
、
呂
洞
賓
傳
説
は
五
代
の
時
期
に
は
登
生
し
て
い
た
と
推
測
す
る
事
が
妥
當
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
。

　
以
上
本
論
で

縷
々
述
べ
た
通
り
、
呂
洞
賓
が
海
州
刺
史
呂
譲
の
息
子
で
あ
る
と
い
う
系
譜
は
文
献
的
明
讃
は
な
く
、
呂
譲
の
年
齢

的
に
も
不
可
能
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
こ
と
。
從
っ
て
、
呂
洞
賓
の
實
在
に
つ
い
て
も
信
用
し
難
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ

で
、
現
在
の
と
こ
ろ
所
謂
る
呂
洞
賓
傳
説
の
始
ま
る
時
期
に
つ
い
て
は
、
五
代
期
か
ら
と
考
え
て
お
く
の
が
妥
當
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
金
陵
書
局
本
『
太
平
簑
宇
記
』
に
み
え
る
呂
洞
賓
の
記
事
は
、
五
代
期
に
呂
洞
賓
傳
説
が
存
在
し
て
い
た
根
櫨
と
し

て

は

成
立

し
難
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

・ ll9一

　
本
稿
は

平
成
十
八

年
度
科

學
研
究

費
補
助
金
・
基
盤
研
究

よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
C
）
「
唐
宋
心
性
思
想
に
關
わ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
試
み
」
に

1注
）
「
唐
故

中
散
大
夫
秘
書
監
致
仕
上
柱
國
賜
紫
金
魚
袋
贈
左
散
騎
常
侍
東
平
呂
府
君
墓
誌
銘
井
序
」
周
紹
良
主
編
『
唐
代
墓
誌
彙



　
　
編
』
下
　
上
海
古
籍
出
版
社
、
『
全
唐
文
新
編
』
十
四
冊
　
吉
林
文
史
出
版
社
、
『
惰
唐
五
代
墓
誌
匿
編
』
洛
陽
十
四
冊
、

　
　

『
北

京

圖
書
館
藏
中
國
歴
代
拓
本
彙
編
』
唐
三
十
二
冊
な
ど
。

（
2
）
呂
延
之
に
つ
い
て
は
、
『
奮
唐
書
』
巻
十
「
粛
宗
本
紀
」
に
「
（
乾
元
二
年
［
七
六
七
］
）
六
月
己
巳
、
以
明
州
刺
史
呂
延
之
爲
越

　
　
州
刺
史
、
充
漸
江
東
道
節
度
使
。
」
と
記
載
が
あ
る
。
ま
た
、
柳
宗
元
が
書
い
た
呂
恭
の
墓
誌
（
「
呂
侍
御
恭
墓
誌
」
『
柳
宗
元

　
　
集
』
巻
十
）
に
も

　
　
　

呂
氏
世
居
河
東
、
至
延
之
始
大
、
以
御
史
大
夫
爲
漸
東
道
節
度
使
。
延
之
生
滑
、
爲
中
書
舎
人
、
尚
書
禮
部
侍
郎
、
刺
湖

　
　
　

南
七
州
。
生
四
子
温
・
恭
・
倹
・
譲
。

　
　
と
書
か
れ
て
い
る
。

（
3
）
『
奮
唐
書
』
巻
百
三
十
七
　
　
『
新
唐
書
』
巻
百
六
十
　
呂
滑
博

（
4
）
『
因
話
録
』
巻
四
「
角
部
」
に
は
、
湖
南
観
察
使
に
左
遷
さ
れ
た
時
期
の
呂
滑
と
、
衡
山
に
い
た
上
清
派
道
士
田
良
逸
（
？
～

　

　
八
一
↓
）
と
の
交
渉
を
傳
え
て
い
る
。
ま
た
、
息
子
の
呂
温
が
衡
州
刺
史
と
な
っ
た
際
に
も
田
良
逸
を
尋
ね
た
話
が
見
え
て
い

　
　
る
。
呂
洞
賓
が
呂
清
の
孫
と
さ
れ
た
背
景
に
は
、
或
い
は
こ
の
よ
う
な
呂
清
親
子
と
上
清
派
道
士
と
の
關
わ
り
が
あ
っ
た
か
ら

　
　
で
あ
ろ
う
か
。

（
5
）
呂
譲
に
は
、
『
菖
唐
書
』
巻
十
八
上
「
武
宗
本
紀
」
に
次
の
よ
う
な
稜
言
が
見
え
て
い
る
。

　
　
　
　
（
會
昌
六
年
［
八
四
七
］
二
月
）
壬
午
、
右
庶
子
呂
譲
進
状
。
亡
兄
温
女
、
大
和
七
年
、
嫁
左
衛
兵
曹
蓋
敏
、
生
二
男
。
開
成

　
　
　

三

年
、
敏
心
疾
乖
杵
、
因
而
離
婚
。
今
敏
日
愈
、
却
乞
與
臣
姪
女
配
合
。
從
之
。

（
6
）
『
奮
唐
書
』
春
百
六
十
七
　
　
『
新
唐
書
』
巻
百
三
十
一
　
李
程
傳
参
照
。
『
奮
唐
書
』
李
程
傳
に
よ
っ
て
呂
譲
と
關
係
す
る
履
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歴

を
畢
げ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　

李

程
、
字
表
臣
、
随
西
人
。
父
鵡
伯
。
程
、
貞
元
十
二
年
進
士
擢
第
、
又
登
宏
辞
科
。
…
…
（
元
和
）
十
三
年
四
月
、
拝
禮

　
　
　

部

侍
郎
。
六
月
、
出
爲
郭
州
刺
史
、
郭
嶽
観
察
使
。
入
爲
吏
部
侍
郎
、
封
滑
源
男
、
食
邑
三
百
戸
。
敬
宗
即
位
之
五
月
、

　
　
　
　
以
本
官
同
平
章
事
。
…
…
實
暦
二
年
、
罷
相
、
検
校
兵
部
尚
書
、
同
平
章
事
、
太
原
サ
、
北
京
留
守
、
河
東
節
度
使
。
大

　
　
　

和
四
年
三
月
、
検
校
尚
書
左
僕
射
、
平
章
事
、
河
中
サ
、
河
中
音
緯
節
度
使
。
…
…
（
大
和
）
七
年
六
月
、
検
校
司
空
、
沐

　
　
　

州

刺

史
、
宣
武
軍
節
度
使
。
九
年
、
復
爲
河
中
晋
緯
節
度
使
、
就
加
検
校
司
徒
。
開
成
元
年
五
月
、
復
入
爲
右
僕
射
、
兼

　
　
　
　
判
太
常
卿
事
。
十
一
月
、
兼
判
吏
部
尚
書
鐙
事
。
二
年
三
月
、
検
校
司
徒
、
出
爲
裏
州
刺
史
、
山
南
東
道
節
度
使
。
卒
、

　
　
　
　
有
司
識
日
膠
。
子
廓
。

（
7
）
『
奮
唐
書
』
巻
百
六
十
二
　
『
新
唐
書
』
巻
百
四
十
一
　
高
霞
寓
傳
参
照
。
『
奮
唐
書
』
高
霞
寓
傳
に
よ
っ
て
呂
譲
と
關
係
す

　
　
る
履
歴
を
皐
げ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
高
霞
寓
、
萢
陽
人
。
祖
仙
、
父
栖
鶴
、
皆
聞
以
孝
。
…
…
（
元
和
）
十
三
年
、
出
爲
振
武
節
度
使
、
入
爲
左
武
衛
大
將
軍
。

　
　
　
　
長
慶
元

年
、
授
那
寧
節
度
使
。
三
年
、
就
加
検
校
右
僕
射
。
四
年
、
加
検
校
司
空
、
又
加
司
徒
。
實
暦
二
年
、
疽
登
首
、

　
　
　
　
不

能
理
事
、
求
蹄
闘
下
。
其
夏
、
授
右
金
吾
衛
大
將
軍
、
稔
校
司
徒
、
途
次
奉
天
而
卒
、
年
五
十
五
、
贈
太
保
。

（
8
）
（
）
内
の
職
名
は
使
職
の
任
に
あ
る
者
に
つ
け
た
、
寄
緑
官
名
で
あ
る
。

（
9
）
柳
宗
元
に
は
、
呂
譲
に
つ
い
て
の
「
送
表
弟
呂
譲
將
仕
進
序
」
（
『
柳
宗
元
集
』
巻
二
十
四
）
も
残
さ
れ
て
い
る
。

（
1
0
）
『
正
統
道
藏
』
百
三
十
九
～
百
四
十
八
冊

（
H
）
『
正
統
道
藏
』
千
百
十
二
～
千
百
十
三
冊

．
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（
1
2
）
雨
書
で
呂
洞
賓
の
出
生
年
が
異
な
っ
て
い
る
事
自
髄
、
呂
洞
賓
が
架
空
の
存
在
で
あ
る
可
能
性
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ

　
　
れ
る
。

（
1
3
）
浦
江
清
「
八
仙
考
」
『
清
華
學
報
十
一
ー
一
』
一
九
三
六
　
後
に
『
浦
江
清
文
録
』
（
人
民
文
學
出
版
社
　
一
九
八
九
）
に
牧
録

　
　
小
野

四
平
「
呂
洞
賓
傳
説
に
つ
い
て
」
『
東
方
宗
教
』
三
十
二
號
　
一
九
六
八

（
1
4
）
こ
こ
に
は
、
呂
洞
賓
が
呂
譲
の
息
子
で
あ
る
事
を
述
べ
る
の
み
で
、
生
年
月
日
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。
恐
ら
く
、
こ
の
段

　
　
階
で
は
呂
洞
賓
の
生
年
月
日
ま
で
は
特
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
先
に
引
用
し
た
『
歴
世
眞
仙
髄
道
通
鑑
』

　
　
等
の
記
述
と
比
較
す
れ
ば
、
呂
洞
賓
傳
説
が
次
第
に
膨
ら
ん
で
い
く
様
子
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
元
符

　
　
中
進
士
の
萢
致
明
撰
『
岳
陽
風
土
記
』
（
『
古
今
逸
史
』
所
牧
）
に
も
、
以
下
の
よ
う
に
呂
洞
賓
の
傳
記
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
先
生

名
岩
、
字
洞
賓
、
河
中
府
人
。
唐
禮
部
尚
書
滑
之
孫
、
滑
四
子
、
温
恭
倹
譲
。
譲
終
海
州
刺
史
、
先
生
海
州
出
也
。

　
　
　
　
會
昌
中
、
雨
畢
進
士
不
第
、
即
有
棲
隠
之
志
、
去
遊
盧
山
遇
異
人
、
授
劒
術
得
長
生
不
死
之
訣
。

　
　
た

だ
、
こ
こ
に
も
生
年
に
關
す
る
記
述
は
な
く
、
會
昌
中
に
科
畢
（
貢
畢
）
に
落
第
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
次
注
に
畢
げ
た
＝
＝
°
。
°
。
o
日

　
　
氏

論
文
を
参
照
の
こ
と
。

（
1
5
）
馬
曉
宏
「
呂
洞
賓
神
仙
信
仰
湖
源
」
『
世
界
宗
教
研
究
』
一
九
八
六
ー
三

　
　
市
碧
N
o
8
0
0
是
旨
〒
エ
5
ω
6
ヲ
F
c
ぎ
轟
－
勺
ぎ
日
Z
。
己
§
。
。
旨
σ
Q
ピ
…
↓
§
§
。
」
『
P
書
『
三
田
×
冨
日
。
』
°
。
匡
N
一
②
゜
。
ひ
5
9
。

　
　
ま
た
、
森
由
利
亜
「
宋
代
に
お
け
る
呂
洞
賓
説
話
に
關
す
る
一
試
論
」
『
早
稻
田
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
紀
要
・
別
冊
』
哲
學
・

　

史
學
編
　
十
七
　
　
九
九
〇
も
参
照
の
事
。

（
1
6
）
『
宋
本
太
平
簑
宇
記
』
中
華
書
局
　
二
〇
〇
〇
年
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（
1
7
）
王
文
楚
「
『
太
平
實
宇
記
』
成
書
年
代
及
版
本
問
題
」
『
復
旦
學
報
』
（
社
會
科
學
版
）
一
九
九
六
1
二
　
及
び
前
掲
『
宋
本
太

　
　
平
簑
宇

記
』
前
言
。
な
お
、
本
稿
の
編
輯
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
間
に
、
王
文
楚
氏
校
黙
に
よ
る
『
太
平
簑
宇
記
』
（
中
華
書

　
　
局

　
二
〇
〇
七
）
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
れ
を
見
る
と
、
こ
こ
に
述
べ
た
巻
一
〇
六
の
十
一
條
と
巻
一
〇
九
の
三
條
の
増
廣
に
つ

　
　
い
て
も
、
「
非
樂
史
原
文
、
爲
後
世
窺
入
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。

（
1
8
）
『
知
不
足
齋
叢
書
』
所
牧
。
ま
た
、
前
掲
　
馬
曉
宏
氏
論
文
　
参
照
。
な
お
、
コ
ロ
゜
。
°
。
。
日
氏
論
文
に
引
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、

　
　
宋
初
陶
穀
（
九
〇
三
～
九
七
〇
）
『
清
異
録
』
「
酒
漿
門
」
に
も

　
　
　
　
含
春
王
。
唐
末
濡
翔
城
外
酒
家
門
額
書
云
、
飛
空
却
回
顧
、
謝
此
含
春
王
。
於
王
字
末
、
大
書
酒
也
。
字
髄
散
逸
、
非
世

　
　
　
　
俗
書
、
人
謂
是
呂
洞
賓
題
。

　
　
と
呂
洞
賓
の
記
事
が
見
え
て
い
る
。
し
か
し
、
『
清
異
録
』
に
關
し
て
は
、
余
嘉
錫
『
四
庫
提
要
辮
讃
』
巻
十
「
子
部
九
」
『
清

　
　
異
録
』
に
よ
っ
て
、
陶
穀
の
作
で
は
な
く
後
人
の
假
託
で
あ
ろ
う
と
考
讃
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
＝
5
°
。
①
日
氏
論
文
注
（
2
7
）

　
　
も
参
照

（
1
9
）
『
宋
史
』
巻
二
六
〇
　
田
重
進
傳
に
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
　
　
田
重
進
、
幽
州
人
。
形
質
奇
偉
、
有
武
力
。
周
顯
徳
中
、
磨
募
爲
卒
、
隷
太
祖
磨
下
。
從
征
契
丹
、
至
陳
橋
還
、
遷
御
馬

　
　
　
　
軍

使
、
積
功
至
選
州
刺
史
。
太
平
興
國
四
年
、
從
征
太
原
還
、
録
功
擢
爲
天
徳
軍
節
度
使
。
六
年
、
改
侍
衛
歩
軍
指
揮
使
。

　
　
　
　
八

年
、
改
領
静
難
軍
節
度
使
。
…
…
（
雍
煕
）
三
年
、
率
師
入
遼
境
、
攻
下
岐
溝
關
、
殺
守
城
兵
千
除
及
獲
牛
馬
輻
重
以
還
。

　
　
　
　
四

年

春
、
改
彰
信
軍
節
度
。
淳
化
三
年
、
改
眞
定
テ
、
成
徳
軍
節
度
。
未
幾
、
移
京
兆
ヂ
、
永
興
軍
節
度
。
五
年
、
改
知

　
　
　
　
延

州
、
復
還
鎭
。
至
道
三
年
卒
、
年
六
十
九
、
贈
侍
中
。
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（
2
0
）
こ
こ
は
、
お
そ
ら
く
注
稗
の
文
章
で
あ
ろ
う
。
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